
さ
ま
ざ
ま
な
栄
誉
に

包
ま
れ
た
晩
年

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
氏

（洒
独
ピ
ア
ニ
ス
ト
）
六
月
二
十
九
H
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ク
ラ
ッ
ツ
ェ

マ
マ

ン
フ
ル
ト
で
の
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
で
演
奏
中
に
倒
れ
、
ホ

テ
ル
で
再
び
‘
心
臓
マ
ヒ
を
起
こ
し
て
フ
ィ
ラ
ッ
ハ
の
病
院
に
収
容
さ
れ

て
い
た
が
五
H
‘
脳
出
血
の
た
め
死
去
。
八
十
五
歳
。
(U
P
I
)

（
『
侮
H
新
聞
』
昭
和
44年
7
月
7
H
朝
刊
よ
り
）

バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
(
1
8
8
4
¥
1
9
6
9
)
は
全
国
紙
に
そ
の
死
が

報
迫
さ
れ
る
ほ
ど
、
H
本
人
に
馴
染
み
深
い
ピ
ア
ニ
ス
ト
だ
っ
た
。『
餌

H
新
聞
は
死
去
の
2
H
後
の
7
月
7
H
に
U
P
I
通
信
社
が
配
信
し

た
訃
報
に
、
論
説
を
加
え
て
報
道
。
面
府
斡
碑
四
と

『読
売
新
聞
』
は
、

同
じ
く
7
日
に
A
F
P通
信
社
が
配
信
し
た
訃
報
を
伝
え
、
朝
日
新
聞

は
翌
8
日
の
夕
刊
に
音
楽
評
論
家
の
門
馬
而
美
氏
に
よ
る

「バ
ッ
ク
ハ

ウ
ス
を
悼
む
」
と
い
う
追
悼
記
事
を
掲
載
、
読
売
新
聞
は
19
口
の
夕
刊

り
終
わ
り
ま
で
ひ
き
通
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
人
に
は
《古
武

士
的
な

一
徹
で
、
諾
否
の
一

言
を
何
よ
り
重
ん
ず
る
》
と
い
、
？
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
」。

吉
川
秀
和
氏
が
接
し
た
プ
ラ
ー
ム
ス
の
ピ
ア
ノ
協
奏
訓
第
2
番
の
演

奏
後
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
は
握
十
を
求
め
た
エ
リ
ッ
ク
・
ヴ
ェ
ル
バ
（
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
）
に
向
か
っ
て

「人
生
の
最
後
の
瞬
間
ま
で

音
楽
を
や
っ
て
い
た
い
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
ヴ
ェ
ル
バ
は
、
こ
の
言

業
は
「
老
齢
に
な
っ
て
公
的
、
そ
れ
も
泄
界
規
模
の
公
開
コ
ン
サ
ー
ト

の
大
き
な
負
担
に
ど
う
や
っ
て
耐
え
ら
れ
た
の
か
と
い
、
？
問
い
に
対
す

る
答
え
で
あ
っ
た
」
と
述
懐
し
て
い
る
(
『O
s
t
e
r
r
e
i
c
h
i
s
c
h
e

M
u
s
i
k
z
e
i
t
~
c
h
r
i
f
t

』
1
9
6
9
年1
2月
号
よ
り
）
。
ま
さ
に
バ
ッ
ク

ハ
ウ
ス
は
舞
台
人
と
し
て
の
本
懐
を
遂
げ
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
だ
っ
た
。

こ
こ
で
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
第
二
次
恨
界
大
戦
後
か
ら

五
収
後
の
演
奏

会
ク
ヘ
至
る
道
程
を
辿
っ
て
み
た
い
。
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
は
夫
妻
で

1
9
3
0
年
に
ス
イ
ス
、
ル
ガ
ー
ノ
に
移
住
し
、
翌
31
年
に
は
ド
イ
ツ

国
籟
を
も
っ
た
ま
ま
、
ス
イ
ス
の
市
民
権
を
得
て
い
た
が
、
ナ
チ
ス
・
ド

イ
ツ
政
権
下
で
演
奏
括
動
を
続
け
た
こ
と
が
戦
後
、
問
題
と
な
っ
た
。

バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
演
奏
会
復
帰
は
47
年
4
月
に

ウ
ィ
ー
ン
楽
友
協
会
で
の
演
奏
会
だ
っ
た
。
49年
6
月
1
H
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
祭
に
際
し
て
ボ
ン
市
の
G
o
l
d
e
n
e
s
B
u
c
h
に
そ
の
名
が
記
載

さ
れ
、
ド
イ
ツ
で
の
演
奏
活
動
も
本
格
的
に
再
開
し
た
。
54年
3
月
に

は
28年
ぶ
り
に
ア
メ
リ
カ
を
訪
れ
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
・
ホ
ー
ル
で
の
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
大
成
功
を
収
め
、
そ
の
後
、
4
月
か
ら
5

月
に
は
初
来
日
し
て
、
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
、
京
都
、
福
岡
で
公
油

を
行
な
い
、
わ
が
国
の
愛
好
家
の
前
で
そ
の
至
芸
を
披
露
し
て
い
る
。

録
音
活
動
は
ス
イ
ス
で
市
民
権
を
得
て
い
た
こ
と
が
幸
い
し
、
戦
前

＊
 

舞
台
人
と
し
て
の
本
懐
を

遂
げ
た
ピ
ア
ニ
ス
ト

ドた

un,
．
 

誕
生
国
か
れ

物
顧
籍

「
レ
コ
ー
ド
」
は
常
に
時
代
の
産
物
で
あ
る
。
登
場
人
物
は
作
曲
家
や
演
奏
家
た
ち
だ
け
で
は
な
い
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

や
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
レ
コ
ー
ド
会
社
の
資
本
な
ど
、
様
々
な
人
間
の
営
為
が
複
雑
に
か
ら
み
あ
っ
た
中
、
あ
た
か
も
偶
然

の
化
学
反
応
の
よ
う
に
産
み
落
と
さ
れ
る
。
「
名
盤
」
は
作
ら
れ
な
い
。
こ
く
稀
に
、
た
ま
た
ま
産
ま
れ
る
の
だ
っ
た
。

で
は
そ
こ
で
何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か
？
1
枚
の
レ
コ
ー
ド
の
背
後
に
流
れ
る
バ
ッ
ク
・
ス
ト
ー
リ
ー
た
ち
。

第
60
回

日
本
て
だ
け
発
売
さ
れ
て
き
た
裏
に
は

日
本
の
レ
コ
ー
ド
会
社
の
影
の
努
力
が
あ
る

「
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
／
最
後
の
演
奏
会
」

■

芳
岡
止
樹

の
文
化
欄
で
、

音
楽
評
論
家
の
吉
田
秀
和
氏
に
よ
る

「
音
楽
時
評
」の

記
事
で

ク一

時
代
去
っ
た
感
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
死
か
ら
ク
の
見
出
し

で
、
追
帷
記
事
を
掲
載
し
た
。
こ
の
7
月
は
ア
ポ
ロ
11号
が
人
類
を
初

め
て
月
に
滸
陸
さ
せ
た

(2
0
H
)
月
に
も
あ
た
り
、
い

っ
そ
う
時
代
の

変
わ
り
H
を
人
々
に
印
象
づ
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
が
85歳
の
蒻
齢
で
亡
く
な
る
直
前
ま
で
浙
奏
活
動
を

続
け
て
い
た
こ
と
は
、
冒
頭
の
訃
報
で
も
確
認
で
き
る
し
、
吉
川
氏
の

追
悼
記
事
に
も
古
か
れ
て
い
る
。

「
私
は
昨
年
の
夏
ザ
ル
ッ
プ
ル
ク
で
彼
が
カ
ー
ル

・
ベ
ー
ム
の
指
揮
す

る
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
プ
ラ
ー
ム
ス
の
第
ニ
ピ
ア
ノ
協

奏
曲
を
弾
く
の
を
き
い
た
。
私
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
が
最
初
で
最
後
の

機
会
だ

っ
た
。
昨
年
も
じ
つ
は
、
そ
の
春
に
何
か
‘
此
臓
の
故
障
だ
と
か

で
出
演
を
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
の
だ
が
、
約
束
辿
り
や
っ
て
来
て
、
見
事

に
弾
き
終
え
、
当
H
の
満
員
の
客
ば
か
り
で
な
く
、
咽
を
き
い
て
心
配

し
て
い
た
恨
界
中
の
好
楽
家
を
よ
ろ
こ
ば
せ
た
。（
略
）
外
国
の
新
聞

に
よ
る
と
、
彼
は
今
年
の
六
月
二
十
九

R
も
浙
奏
会
の
途
中
で
急
に

弱
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
ち
ょ

っ
と
中
断
し
た
だ
け
で
、
ま
た
起
き
上
が

か
ら
専
屈
だ
っ
た
英
H
M
V
と
46年
に
新
た
な
3
年
契
約
を
結
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。
同
年
7
月
に
は
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
レ

ッ
グ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

に
よ
り
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
で
の
3
日
間
の
セ

ッ
シ
ョ

ン
を
行
な
っ
た
が
、

原
盤
を
イ
ギ
リ
ス
に
輸
送
す
る
際
の
不
備
で
、
す
べ
て
使
JtJ不
能
と
な

り
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
を
浴
胆
さ
せ
た
。
レ
ッ
グ
は
47年
3
月
に
ハ

ッ
ク
ハ

ウ
ス
を
ロ
ン
ド
ン
に
招
こ
‘
？
こ
試
み
た
が
、
不
信
感
を
抱
い
た
バ

ッ
ク

ハ
ウ
ス
は
こ
れ
を
拒
否
。
結
局
、

48年
3
月
の
チ
ュ
ー
リ
ヒ
で
の
3
日

間
の
セ

ッ
シ
ョ

ン
が
H
M
V
へ
の
戦
後
唯

一
の
録
音
と
な
っ
た
。
バ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
を
迎
え
入
れ
た
の
は
英
デ
ッ
カ
の
代
理
店
「ム
ジ
ー
ク
フ
ェ

ア
ト
リ
ー
プ

(
M
u
s
i
k
v
e
r
t
r
i
e
b
A
G
)
」
を
チ
ュ
ー
リ
ヒ
で
経
営
す

る
モ
ー
リ
ス
・
ロ
ー
ゼ
ン
ガ
ル
テ
ン
だ
っ
た
。
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
は
50年

7
月
よ
り
亡
く
な
る
ま
で
英
デ
ッ
カ
に
在
籍
し
、

L
P
で
44枚、

C
D

に
直
し
て
30枚
に
及
ぶ
名
盤
を
残
し
た
。

晩
年
の
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
は
さ
ま
ざ
ま
な
栄
誉
に
包
ま
れ
て
ゆ

V
o
53 

年
に
は
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
社
よ
り
「
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
・
リ

ン
グ
」
が
贈
ら
れ
、

59年
に
は
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
功
労
勲
箪
、
大
功

ベーゼンドル
ファー ・リングを
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•1 バックハウス／最後の演奏会
〔ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ第21
番）＼長調Op53(ワルトシュタイン〉．
同第18番変ホ長調Op.31-3(第1-3
楽翔のみ）．モーツァルト：同第11番イ
長調K.331(トルコ行進曲付き〉．シコー
ベルト・楽興の時D.780.0p.94.即興曲
変イ長調D935-2.0p.142-2 (2種の涵
奏）．シューマン：幻想小曲集Op12-
第1曲〈タベに〉．第3曲〈なぜに〉〕
ヴィルヘルム・パックハウス (p)
〈録音1969年6月26&28日，オシアッ
ハ修道院教会．ケルンテン (L)〉
［デッカ RUCCD9185-6] 
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労
卜
字
章
を
受
章
、

61年
に
は
ウ
ィ
ー
ン
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
協
会
よ
り

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
メ
ダ
ル
を
授
与
、
郎
年
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国

喜
浮
、
名
脊
大
銀
・
浮
を
受
章
し
た
。

そ
し
て
バ
収
後
の
演
奏
会
こ
の
年
、

69年
。
ま
ず
3
月
2
6
H、
85
歳

の
生
誕
記
＾
必
連
癸
会
が
ポ
ン
郊
外
バ
ー
ト
・
ゴ
ー
デ
ス
ベ
ル
ク
の
舞
蹄

＾
爾
ラ
・
レ
ド
ゥ
ー
テ
で
盛
大
に
開
備
さ
れ
た
。
こ
こ
で
バ
ッ
ク
ハ
ウ

ス
は
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
同
功
労
煎
章
、
大
功
労
十
字
星
章

(10年
前
よ

り
も

一
等
級
上
）
を
受
章
し
た
。
4
月
1
8
Hに
は
ベ
ル
リ
ン
の
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
15
番
《
田

園
》、
第
氾
番
、
第
21番
《
ワ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
》、
弟
30番
と
い
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
名
演
を
聴
か
せ
て
い
る

(2
0
1
0年
に
独
ア
ウ
デ
ィ
ー

テ
が
C
D化

[A
U
2
3
4
2
0
;
2枚
組
]
)
。
5
月
3
Hに
は
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
の
5
月
音
楽
祭
に
出
派
し
て
、
オ
ー
ル
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
披
露
。

H
本
か
ら
聴
き
に
き
て
い
た
派
出
家
の
三
谷
礼

ニ
を
感
激
さ
せ
た
。

そ
し
て
6
月
2
5
R、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
は
第
1
回
「ケ
ル
ン
テ
ン
の
夏
」

音
楽
祭
出
派
の
た
め
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
南
部
の
風
光
明
鉗
な
ケ
ル
ン
テ

ン
州
、
オ
シ
ア
ッ
ハ
を
訪
れ
た
。
オ
シ
ア
ッ
ハ
湖
の
湖
畔
に
は
11冊
紀
に

建
て
ら
れ
た
壮
麗
な
オ
シ
ア
ッ
ハ
修
道
院
が
あ
り
、
こ
こ
を
拠
点
と
し

た
音
楽
祭
を
元
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
で
、
楽
団
長

も
務
め
た
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
ウ
ォ
ビ
ッ
シ
ュ

(1
9
1
2
¥
8
o
)が
発
案

し
、
創
設
し
た
。
ウ
ォ
ビ
ッ
シ
ュ
は
音
楽
祭
10周
年
時
に
阿
想
す
る
。

「修
道
院
の
中
の
教
会
（
Stiftskirche)
に
は
ハ
ッ
ハ
以
前
の
音
楽

を
演
奏
す
る
の
に
非
常
に
適
し
た
、
ケ
ル
ン
テ
ン
地
方
で
最
も
古
い
オ

ル
ガ
ン
が
あ
っ
た
。
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
は
こ
の
と
き
初
め
て
そ
こ
で
演
な
〈

し、

『ケ
ル
ン
テ
ン
の
夏
l

の
収
益
金
に
よ
り
、
も
う
1
台
大
き
な
オ
ル

ガ
ン
を
所
有
し
た
い
と
い
ヽ

2
刷
い
を
実
現
さ
せ
た
。
こ
の
倅
人
な
ピ
ア

ニ
ス
ト
は
オ
ル
ガ
ン
の
建
設
に
大
き
く
貢
献
し
、
彼
の
死
後
、

「ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
・
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
記
念
オ
ル
ガ
ン
j

と
し
て
そ
の
名
を
刻
む

終
了
す
る
。
解
説
書
に
よ
る
と
、
こ
こ
で
医
師
団
は
浙
奏
会
の
中
止
を

懃
口
し
た
が
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
は
そ
れ
を
退
け
、

事
務
局
よ
り
「バ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
教
授
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の

《即
興
血
》
で
今
晩
の
祇
奏
会
を

終
わ
ら
せ
て
頂
き
た
い
と
の
希
望
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
」
と
ア
ナ
ウ
ン

ス
さ
せ
、
前
H
と
同
じ
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の

《即
興
仙
》
変
イ
長
調
で
浙

奏
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
は
そ
の
後
、
ケ
ル
ン
テ
ン
州
フ
ィ
ラ
ッ
ハ
の
病
院
に

入
院
し
た
が
、

3
0
Hに
容
態
が
急
変
す
る
。
そ
し
て
7
月
5
H、
バ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
は
フ
ィ
ラ
ッ
ハ
の
病
院
で
亡
く
な
っ
た
。
死
因
は
U
P
I
に

よ
る
と
脳
川
血
、

A
F
P
に
よ
る
と
‘
心
臓
マ
ヒ
で
あ
っ
た
。

テ
ス
ト
・
プ
レ
ス
盤
ま
で
は
作
ら
れ
た
が
海
外
で
は

全
曲
を
収
め
た
L
P
は
発
売
さ
れ
な
か
っ
た

占
巨
星
落
？
し
か
も
、
現
役
巨
匠
の
舞
台
上
の
死
と
い
う
こ
と
で
、

バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
死
は
大
き
な
ニ
ュ

ー
ス
と
な
り
、
バ

ッ
ク
ハ
ウ
ス
と

契
約
し
て
い
る
英
デ
ッ
カ
は
直
取
後
の
演
奏
会
ク
の
レ
コ
ー
ド
化
を
計

画
す
る
。
最
近
発
売
さ
れ
た

『ス
テ
レ
オ
サ
ウ
ン
ド
』
誌
の

S
A
C
D

/
C
D
の
セ
ッ
ト
の
解
説
書
に
は
、
英
デ
ッ
カ
の
マ
ス
タ
ー
・
テ
ー
プ

の
写
真
が
初
め
て
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
見
る
と
オ
ー
ス
ト
リ

ア
放
送
の
音
源
か
ら
の
レ
コ
ー
ド
用
の
マ
ス
タ
ー
制
作
は
1
9
6
9年

9
月
だ

っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、

当
初
の
タ
イ
ト
ル
が

々
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
・

ァ
ッ
ト
・
オ
シ
ア
ッ
ク
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

2
0
0
 
9
年
に
レ

コ
ー
ド
研
究
家
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
氏
が
作
成
し
た
英

デ
ッ
カ
の
デ
ィ
ス
コ
グ
ラ
フ
ィ

『D
E
C
C
A
C
L
A
S
S
I
C
A

L
1
9
2
9
_
2
 0
0
 
9
』
に
よ
る
と
、
英
デ
ッ
カ
は
S
E
T
4
4
1

¥
4
2
、
米
ロ
ン
ド
ン
は
C
S
6
6
6
6
¥
6
7
の
レ
コ
ー
ド
番
口

i

で
決
め
て
、

70年
の
発
売
を

H
指
し
て
い
た
よ
う
だ
。
テ
ス
ト
・
プ
レ

ス
盤
ま
で
は
作
ら
れ
た
が
（
か
つ
て
中
古
市
場
に
C
S
6
6
6
6
¥

6
7
の
テ
ス
ト
・
プ
レ
ス
が
出
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
口
辿
應
J

タ
イ
ト
ル

つ
ま
り
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の

孔最
後
の
演
奏
会
ク

は
ウ
ォ
ビ
ッ
シ
ュ

の
顛
い
を
聞
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ

っ
た
の
だ
。
浙
奏
会
は
6
月
26

H
と
2
8
H
の
2
H間
、
行
な
わ
れ
た

（
冒
頭
の

U
P
I
の
記
事
、
お
よ

び
吉
田
秀
利
氏
の
記
事
中
に
あ
る

始
2
9
H
tは
誤
り
）。

こ
の
2
H間
の
演
奏
の
模
様
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
放
送
が
、
鮮
明
な
ス

テ
レ
オ
録
音
で
収
録
し
、
そ
の
音
源
を
英
デ
ッ
カ
が
ラ
イ
セ
ン
ス
し
て

今
H
、
C
D
と
し
て
聴
け
る
の
で
、
油
奏
会
が
ど
の
よ
う
な
経
過
を

辿
っ
た
か
は
、
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
2
6
H
の
浙
奏

は
予
定
辿
り
に
進
行
し
、
ミ
ス
・
タ
ッ
チ
が

H
立
つ
も
の
の
、
バ
ッ
ク

ハ
ウ
ス
の
晩
年
の
ス
タ
イ
ル
が
よ
く
現
わ
れ
た
浙
奏
を
示
し
て
い
る
。

ピ
ア
ノ
の
音
そ
の
も
の
と
音
楽
の
造
形
の
澄
み
切
っ
た
美
し
さ
、
リ
ズ

ム
の
軽
や
か
さ
、
評
き
の
数
か
さ
、
力
強
い
生
命
力
、
こ
う
し
た
も
の

を
大
き
く
包
み
込
む
ゆ
と
り
、
風
格
。

2
8
Hは
ハ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
が
得
慈
と
す
る
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ソ
ナ
タ
第
ぃ
番
で
始
ま
る
。
と

こ
ろ
が
バ

ッ
ク
ハ
ウ
ス
は
第
3
楽
窄
の
油
奏
中

に
気
分
が
悪
く
な
り
、
第
3
楽
粘
を
終
え
る
と

弱
々
し
い
声
で

「少
し
休
ま
せ
て
く
だ
さ
い

（ク
I
c
h
bitt
e
 u
m
 ei
n
e
 k
l
e
i
n
e
 P
a
u
s
e
 .. )
」

と
言
っ
て
楽
屋
に
戻
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

こ
の
と
き
ハ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
は
‘
此
威
発
作
を
起
こ

し
て
い
た
。
短
い
休
憩
の
後
、
「
バ
ッ
ク
ハ
ウ

ス
教
授
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ソ
ナ
タ
を
弾
く

代
わ
り
に
シ
ュ
ー
マ
ン
の

〈タ
ベ
に
〉
と

〈な

ぜ
に
〉
を
弾
か
れ
ま
す
」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
入

り
、
こ
の
2
仙
を
祇
奏
し
た
と
こ
ろ
で
前
半
が

「
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
・
ア
ッ
ト
・
オ
シ
ア
ッ
ハ
」
が

一

致
す
る
の
で
間
述
い
な
い
だ
ろ
う
）、
結
屈
イ
ギ

リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
で
こ
の

L
P
が
発
売
さ
れ
る

こ
と
は
な
か

っ
た
。
そ
の
理
山
は
明
ら
か
で
は

な
い
が
、

上
記
デ
ィ
ス
コ
グ
ラ
フ
ィ
で
ス
テ
ュ

ア
ー
ト
氏
が

「
L
P未
発
売
ニ
浙
奏
の
弱
点
が
長

所
を
上
回
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ソ
ナ
タ
第

18
番
は
フ
ィ

ナ
ー
レ
が
省
略
さ
れ
た
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
通
り
、
英
デ
ッ
カ
と
米

ロ
ン
ド
ン
は
、
レ
コ
ー
ド
と
し
て
の
不
完
全
性

面
が
完
結
し
て
い
な
い
、
演
奏
ミ
ス
が
多
い
、
な
ど
）
に
よ
り
発
売
を

趾
踏
し
た
も
の
と
息
わ
れ
る
。
2
0
2
0年
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た

「バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
／
デ
ッ
カ
録
音
全
集
」

[
4
8
3
4
9
5
2
]
の
解
説
書

に
は
「
デ
ッ
カ
は
こ
の
演
奏
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ラ
ジ
オ
・
テ
ー
プ
を

ラ
イ
セ
ン
ス
し
て
い
た
が
、

85歳
の
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
演
奏
は
当
時
リ

リ
ー
ス
さ
れ
な
か
っ
た
。
様
々
な
C
D
リ
リ
ー
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
サ

イ
タ
ル
の

一
部
が
収
録
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
デ
ッ
カ
の
ア
ー
カ

イ
ヴ
に
残
っ
て
い
る
も
の
を
す
べ
て
紹
介
し
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の

《即

典
仙
》
変
イ
長
調
の
2
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
も
収
録
し
て
い
る
。
後
者
は

パ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
が
最
後
に
演
奏
し
た
曲
で
あ
る
。彼
は
そ
の
1
週
間
後
、

フ
ィ
ラ
ッ
ハ
で
亡
く
な
っ
た
」
と
だ
け
記
載
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
L
P時
代
か
ら
C
D時
代
に
至
る
ま
で
再
三
再
四
発
売
さ

れ
て
き
た
の
で
、
不
m唸
成
に
思
う
方
も
多
い
だ
ろ
う
が
、
こ
の
録
音
は

H
本
で
だ
け
L
P時
代
か
ら
ふ
た
つ
の
浙
奏
会
の
す
べ
て
の
鼎
目
が
紹

介
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
！
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は

1
9
7
0年
に
発
売
さ
れ
た
独
デ

ッ
カ
盤
だ
っ
た

[
S
X
L

2
 0
0
 9
 o]。
独
デ
ッ
カ
は
こ
の
L
P
の
2
枚
目
だ
け
を

一
枚
物
と
し

て
発
売
し
た
。
す
な
わ
ち
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ソ
ナ
タ
第
11番
《ト
ル

「
少
し
休
ま
せ
て
く
だ
さ
い
」

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
」
。

英デッカが 1969年9月

に作製したマスター•テー
プの箱
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お
そ
ら
く
、
こ
の
独
デ
ッ
カ
盤
が
H
本
の
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
（
当
時

英
デ
ッ
カ
と
契
約
し
て
い
た
）
の
己
最
後
の
演
奏
会
ク
の
2
枚
組
で
の

L
P制
作
に
結
び
つ
い
た
の
だ
ろ
う
。
当
時
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
に
在
藉

さ
れ
た
天
沼
澄
夫
氏
（
現
S
A
K
U
R
A
レ
ー
ベ
ル
主
宰
）
に
お
話
を

伺
っ
た
と
こ
ろ
「
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
・
フ
ァ
ン
の
多
い

H
本
で
デ
ィ
ス
コ

フ
ィ
ル
な
側
面
（
も
ち
ろ
ん
2
枚
組
に
し
て
売
り
上
げ
面
の
メ
リ
ッ
ト

も
）
で
、
完
全
収
録
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
は
1
9
7
1年
7
月
5
Hと
い
う
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の

三
回
忌
に
発
売
H
を
設
定
し
、
人
念
な
準
備
を
行
な
っ
て
こ
の
2
枚
組

を
制
作
し
て
ゆ
く
。
ま
ず
、
解
説
書
に
前
述
し
た
独
デ
ッ
カ
盤
の
ラ
イ

ナ
ー
・
ノ
ー
ツ
の
翻
訳
に
加
え
、
「
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
思
い
出
」
を
作
家

の
五
味
康
祐
、
音
楽
評
論
家
の
野
村
光

一
、
作
家
の
安
岡
章
太
郎
、
バ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
と
説
交
の
あ
っ
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
深
沢
亮
子
の
各
氏
に
依

入
念
な
準
備
を
行
な
っ
て
制
作
さ
れ
た

2
枚
組
の
国
内
盤

コ
行
進
曲
付
き
》、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の

《即
興
鼎
》
変
イ
長
調
（
以
上
A

面、

2
6
H
ラ
イ
ヴ
）
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ソ
ナ
タ
第
い
番
（
第
1
¥
3

楽
草
）
、
シ
ュ
ー
マ
ン
の
〈
タ
ベ
に
〉
と
〈
な
ぜ
に
〉
、
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
の

《即
興
曲
》
変
イ
長
調
（
以
上
B
面、

2
8
H
ラ
イ
ヴ
）
。
独
デ
ッ
カ
は
巨

匠
の
最
後
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
こ
の
L
P
を
制
作
し
た
よ
う
で
、

タ
イ
ト
ル
は
「
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
仰
大
な
ピ
ア
ニ
ス

ト
と
の
別
れ
最
後
の
油
奏
会
」
と
な
り
、
ラ
イ
ナ
ー
・
ノ
ー
ツ
に
は

2
8
H
の
朝
の
リ
ハ
ー
サ
ル
か
ら
演
奏
会
が
終
わ
る
ま
で
の
模
様
が
活
写

さ
れ
て
い
た
（
こ
の
ド
イ
ツ
語
の
文
章
は
、
日
本
盤
L
P
と
初
期
の
C

D
で
は
音
楽
評
論
家
の
石
井
宏
氏
に
よ
る
、
録
音
か
ら
感
じ
ら
れ
る
模

様
を
付
加
し
た
名
訳
に
よ
り
掲
載
さ
れ
た
）
。
ま
た
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に

は
オ
シ
ア
ッ
ハ
修
道
院
教
会
で
演
奏
す
る
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
最
後
の
写

真
が
使
わ
れ
た
。

頼
。
最
後
に
は
吉
田
秀
和
氏
と
篠
川
一
士
氏
に
よ
る
対
談

〈バ
ッ
ク
ハ

ウ
ス
を
語
る
〉
を
配
す
る
徹
底
ぶ
り
。
L
P
サ
イ
ズ
の
解
説
書
は
全
15

ペ
ー
ジ
で
、
解
説
の
他
に
折
々
の
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
写
真
が
18業
も
掲

誓

れ

た
。
加
え
て
装
ー
規
の
布
張
り
の
丈
夫
な
應
濠
華
で
、
表

面
に
は
ハ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
横
顔
の
イ
ラ
ス
ト
と
サ
イ
ン
が
金
で
箔
押
し

さ
れ
、
内
扉
に
は
同
様
に
箔
押
し
で
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
が
好
ん
だ
金
言
集

が
刻
ま
れ
て
い
る
。ク
ロ
ン
ド
ン

・デ
ラ
ッ
ク
ス
・
ア
ル
バ
ム
:
と
銘
打
っ

た
2
枚
組

[
S
L
A
1
0
1
2
1
3
]
は
4
6
0
0円
、
愛
蔵
家
番
号
付

き、

1
ガ
部
限
定
と
決
定
さ
れ
た
。
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
死
が
ヶ
舞
台
上

の
死
ク
で
あ
っ
た
こ
と
が
広
く
矧
ら
れ
て
い
た
た
め
、
こ
の
レ
コ
ー
ド

は
非
常
に
注
目
さ
れ
た
。
発
売
匝
前
の
発
打
と
な
る

『レ
コ
ー
ド
芸
術
』

71年
7
月
号
に
は
、
輸
人
盤
試
聴
記
と
し
て
宇
野
功
芳
氏
が
独
デ
ッ
カ

盤
L
P
を
2
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
て
い
る
（
と
こ
ろ
が
、
こ
こ

で
紹
介
さ
れ
た
内
容
は
2
枚
組
で
、
実
質
的
に
は
キ
ン
グ
盤
の
紹
介
と

な
っ
て
い
る
）
。
そ
し
て
月
評
が
掲
載
さ
れ
た
8
月
号
に
は
、
グ
ラ
ビ
ア
・

ペ
ー
ジ
に
ピ
ア
ニ
ス
ト
井
内
澄
子
氏
に
よ
る
「
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
最
後
の

演
奏
会
を
き
い
て
」
が
4
ペ
ー
ジ
に
亘
っ

て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
月
評

（
小
石
忠
男
氏
）
で
の
評
価
は
準
推
廊
だ
っ
た
が
、
見
出
し
に
は
ヶ
感
動

を
さ
そ
‘
？
日
烏
の
歌
:
と
あ
り
、
内
容
は
非
常
に
好
意
的
で
あ
る
。
他

誌
も

『音
楽
の
友
』
（
占
巨
匠
た
る
音
楽
表
現
の
究
極
こ
二
谷
礼
二
氏
）
、

『ス
テ
レ
オ
芸
術
』
つ
情
緒
を
排
し
た
細
誓
き
の
奥
か
ら
強
ノ
4
坦
る
感
動
ク

中
河
原
理
氏
）
、

『藝
術
新
潮
」
（
ヶ
老
大
家
な
ら
で
は
の
滋
味
豊
か
さ
ク

西
条
卓
夫
氏
）
と
揃
っ
て
絶
賛
で
、

H
本
で
は
名
盤
と
し
て
の
評
価
が

早
く
か
ら
確
定
し
た
。
そ
し
て
、

L
Pと
C
D
で
く
り
返
し
発
売
さ
れ
、

半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
長
ノ
晶
宮
u
継
が
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

芸
術
的
に
も
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
も
非
常
に
価
値
の
高
い
録
音
が

H
本
で
だ
け
発
売
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、

H
本
の
愛
好
家
は
誇
り
に

息
っ
て
よ
い
し
、
そ
の
裏
に
は
H
本
の
レ
コ
ー
ド
会
社
の
影
の
努
力
が

あ
る
こ
と
を
、
こ
の
機
会
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
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